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レポート提出記録

レポート提出教科 提出期間（当日消印有効） 投函日

①知的障害者福祉総論 2025年 6 月１日　　　　　

～

　　　2025年 6 月10日②知的障害者援助技術

③事例研究

2025年 8 月１日　　　　　

～
　　　2025年 8 月11日

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑤知的障害者の心理

⑥知的障害者の医療 2025年10月１日　　　　　

～

　　　2025年10月10日⑦知的障害者の生活支援

⑧障害福祉事業のマネジメント 2025年12月１日　　　　　

～

　　　2025年12月10日⑨知的障害の併存症（重複障害）

　　※備忘録としてご活用ください

レポート返却について　※選択された課題によって返却日時は異なります

教科名 返却予定 教科名 返却予定

①知的障害者福祉総論
2025年9月下旬

⑥知的障害者の医療
2026年1月下旬

②知的障害者援助技術 ⑦知的障害者の生活支援

③事例研究

2025年11月下旬

⑧障害福祉事業のマネジメント
2026年3月下旬

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム ⑨知的障害の併存症（重複障害）

⑤知的障害者の心理
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履修期間 履修計画

4/11 ～ 6/10

6/11 ～ 8/10

8/11 ～ 10/10

10/11 ～ 12/10

①知的障害者福祉総論

②知的障害者援助技術

③事例研究

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑤知的障害者の心理

⑥知的障害者の医療
⑦知的障害者の生活支援

⑧障害福祉事業のマネジメント

12/20 ～ 1/26 スクーリング（オンデマンド動画視聴）

1/30 スクーリング（オンラインテスト）

3月末 修　了（知的障害援助専門員資格認定） 修了判定

⑴自宅学習
①テキスト学習
履修計画に添ってテキストによる学習を行います。
②レポート提出
全教科について所定の期日までにレポートを提出し、評価・講評を受けます。

⑵スクーリング（オンデマンド動画視聴）
　インターネットを使用して、オンデマンド動画を視聴します。未視聴の場合は修了判
定を受けられません。
⑶スクーリング（オンラインテスト）
インターネットを使用して、オンラインテストを受けます。テストを受けられない場
合は修了判定を受けられません。

⑨知的障害の併存症（重複障害）

履修計画履修計画

履修内容

履修計画

履修内容
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⑴レポートの課題について
　教科学習ガイドにある各教科のレポート課題の中から１題選択し、下記の内容により
レポートを作成してください。

⑵レポートの提出文字数（枚数）について
　１教科（課題）につき2,000字（原稿用紙５枚）以内にまとめてください。
　なお、2,000字以内とは、1,800字以上2,000字以内を想定しています ので、文章構成
に注意してください。文字数（枚数）が守られていない場合は不合格対象となりますので、
上記の文字数を守ってください。レポート課題はレポート用紙には記入せず、無駄な改
行や、行間を空けないでください。
　（引用・参考文献、また別添で図表・画像ならびに詳細な資料については、未尾［別ペー
ジ］に記入してください。文字数のカウントには含みません。）

⑶レポートの作成について
①禁止事項
　GPTs、ChatGPT等の生成AI技術の回答を自身のレポートとして提出することは認め
ません。
②用紙
　用紙は、指定の原稿用紙（B ５版・横書き・20字×20行）を使用してください。パ
ソコンを使用して作成する場合は、B5サイズで作成し、指定の原稿用紙と同様の様式
にしてください。
　本通信教育講座のホームページ（http://www.aigo.or.jp/menu02/students.html）よ
り様式（Word型式）がダウンロードできます（両面印刷不可）。なお、原稿用紙にマス目・
枠がないもの、用紙サイズの異なるものは不可とします。所定のレポート用紙は、手書
き用100枚（前半）、パソコン用100枚（後半）です。
③筆記具
　筆記具は黒のボールペンまたは黒の万年筆（鉛筆・シャープペン不可）を使用してく
ださい。消せるタイプのボールペン等は使用しないでください。パソコンを使用する場
合は、10.5ポイント程度の明朝体を使用し指定原稿用紙のマス目に合わせて印字ください。
④レポートの内容
　該当する教科のテキストや教科学習ガイドをよく読み、レポート課題を理解したうえ
で、課題に沿った内容で作成してください。論文形式で作成し、「である（だ）」体で統
一してください。
⑤誤字の訂正
　別用紙に下書きをしたうえで、原稿用紙に清書をしてください。
　訂正が生じた場合、広範囲でなければ修正液の使用を認めますが、読み取りに支障を
きたす場合は、新たに書き直してください。また、ご自身が作成したレポートを講師が
審査することを考慮して丁寧に書いてください。
⑥氏名等の記入
　完成したレポートの全ページの下部の余白に受講番号・氏名・勤務先の施設・事業の
種類（施設入所支援・生活介護・就労継続支援B型・児童発達支援・障害児入所支援（福
祉型もしくは医療型）など）・テキスト番号（教科コード）・教科名・課題番号・ページ
番号を必ず記入してください。
⑦レポート提出票の記入 
　レポートの表紙として別添「レポート提出票」から該当する教科の提出票を抜き出し、

レポートの提出についてレポートの提出について
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本手引き10ページの記入例を参考にレポート提出票を作成してください。書き損じた場
合、紛失した場合はホームページ（http://www.aigo.or.jp/menu02/students.html）よ
りレポート提出票様式がダウンロードできます。
⑧レポート提出票の添付 
　レポート提出票をレポート（原本）の表紙として添付し、左上１か所をホチキスで綴
じてください。レポート提出票が添付されていない場合、受付不可レポートとして返送
します。また、該当教科でないレポート提出票が添付されている場合や、選択した課題
と一致していない場合は不合格対象となります。
⑨レポートの控え
　郵送中の郵便事故等を想定し、提出するレポートは必ずコピーをとり、控えを残して
ください。

⑷レポートの提出について
① レポートの提出（以下、郵送かインターネットのいずれかで提出。インターネットに

よる提出をお勧めいたします。）
　【郵送の場合】
　本通信教育講座の提出用封筒に受講番号、氏名、提出物を記入し、糊付けにて封緘し
てください。本通信教育は必ず第１種定形外郵便物にて送付してください。郵送中の郵
便事故を想定し、郵便局窓口から特定記録郵便やヤマト便等による発送をお勧めします。
また、発送の際は郵便物の重量に応じた所定の料金分の切手を貼ってください。
　レポート提出用封筒に受講番号・氏名等を記入し、糊付して封緘してください。その
際、封入物には糊がつかないように注意してください。１つの封筒で複数のレポートを
提出しても構いません。（封筒には、クリアファイルなど入れないでください）
　【インターネットの場合】
　本会のホームページから知的障害援助専門員通信教育のページ（http://www.aigo.
or.jp/menu02/students.html）にアクセスし、「インターネットによる提出」よりレポー
ト提出票・レポートを送信してください。
②レポートの提出期間（郵送・インターネット共通）
　各教科のレポート提出期限は本手引き９ページに示しています。指定する期間内の消
印が押されたレポートに限り有効となります。指定期間以外の消印が押されたレポート
は受付不可レポートとして返却しますので注意してください。
　なお、指定期間の最終日が休日（土、日、祝日）の場合は、翌日の消印まで有効とします。

⑸レポートの受付について
①評価の対象となるレポート
　１．課題を正しく理解しており、課題に対して体系だったレポートとなっている。
　２．テキスト・参考文献をさらに深く考察している。
　３ ．オリジナリティのある文章で、簡潔で要点をとらえたものとなっており、論理的

にまとめられている。
　４．文章作法（ルール）が守られている（５～８ページ参照）。
　５ ．通信教育の手引きの「レポートの書き方について」（11 ～ 14ページ）及び事例研

究テキスト第３章第１節「レポートの作成」に沿ってまとめている。
②不合格の対象となるレポート
　１．GPTs、ChatGPT等の生成AI技術の回答をそのまま使用している。
　２．レポート提出票とレポート用紙の教科名が一致していない。
　３．選択したレポート課題と一致していない。
　４．箇条書きで書かれている。
　５．全体的に疑問を抱く内容、決定的な誤認・不適切理解をしている。
　６．明らかに既存の何らかの文書を模倣している。
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　７．文字数が1,800 ～ 2,000字に満たない、もしくは超えている（５ページ参照）。
　８．不必要な見出しや、過剰な改行がある。
　９．文章作法（ルール）が守られていない（５～８ページ参照）。
　10．テキストを丸写し（部分的含む）、自分自身の実体験や感想をまとめただけのもの。
　11 ．他者と同じ内容のレポート（レポートを提供した側、写した側の双方の単位を認

定しません）。

⑹テキストを読む工夫
　通信教育において、テキストは、最初からじっくり読んでいくのが正攻法といえます。
わからない言葉に出会ったら辞書やインターネットで調べながら、テキストをひととお
り読み通してください。ひとつの学習する分野の全体像や体系にふれながら、幅広い知
識や考え方を身につけることは、学習の目的のひとつだと思います。
　しかし、それでは読み続けることが難しく、なかなか頭に入らないという教科も出て
くると思います。その場合は、テキストを最初のページから読んでいくことはやめてみ
ましょう。目次をながめて、自分が興味のもてる章から読んでいく、あるいはレポート
課題の解答をさがしながら読んでいく、これらを試してみてください。
　人間の頭は、興味・関心のあることや、目の前の問題解決のためには、よく働く構造に
なっているようです。また、学習の基本は、日常生活・社会生活の中の一つひとつの疑問
に答えていくことですから、レポートの解答を探しながらテキストを読んでいくことは
学習の現場そのものといえます。この時、読みながら大切だと思ったこと、解答に役立ち
そうだと感じたことはアンダーラインを引くなどノートに書き写しておきましょう。ま
た、自分なりに考えたこともテキストの余白やノートにメモをしておきましょう。
　レポートを書き始めると、自身の解っていない箇所が見えてくると思います。その疑
問を解くためには、テキストの他の箇所やテキスト以外の参考図書を読み進める必要が
出てくるでしょう。その繰り返しのなかで、次々と視点が広がり、さまざまなことが関
連しているという知識の網の目が広がり、知る喜びを得られることと思います。
　「問題意識をもってテキストを読もう！　自ら疑問符となって本と対話しよう！」と
いう気持ちでテキストを読む工夫のひとつとして試してみてください。そして、自らテ
キストと格闘し理解したことを自分のことばで要約したものをレポートにしてください。
　学び始めることを決意された皆様があきらめることなく、一歩一歩前進されることを
切に願っています。途中で息切れしないようにすることにも、十分配慮してください。

⑺レポートの書き方について
　11ページを参照

【引用・参考文献の表記方法】

レポート作成に使用した引用・参考文献を末尾（別ページ）に示すこと
※文献の指示部分は、制限字数に含まない
・著書の表記

《著者・編著者名（翻訳者名）『書名』、出版社名、出版年、引用ページ（シリーズ名）。》
・雑誌論文の表記

《著者名「論文名」、発行機関名、『雑誌名』、特集名、巻・号、発行年、引用ページ。》
・新聞記事の表記

《「記事テーマ」、新聞名・朝夕刊の別、発行年／月／日／曜日、版数（ページ）》
・インターネットの表記

《サイトの運営主体、（記事の日付）、『情報テーマ』、サイトＵＲＬ、情報入手日》
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※ ウィキペディアのように著者が明らかでないもの、SNS上のQ&Aやブログ、ツイッター
のような私的なものは引用できません。

【レポート作成上の注意事項】

①　原稿用紙は「横書き」で使用する。
②　 レジュメ形式や箇条書きは不可。タイトルや小見出しも不要（冒頭にレポート課題を書き

写す必要はない）。
③　文字は楷書で丁寧に、漢字、ひらがな、カタカナは１マスに１字ずつ記入する。
④　文体は「である（だ）」体を使用する。
⑤　文章のまとまりごとに改行し段落を設け、書き出しは１マスあけて２マス目から書き出す。
⑥　無駄な改行や、行を空けない。
⑦　略語は初出では略さずに表記し、かっこ内に略表記を記す。
　　例）グループホーム（以下GH）、ソーシャルワーカー（以下SW）など
⑧　アルファベットは、すべて半角にし２字１マスに記入する。
⑨　２桁以上の数字は、半角の算用数字を用いて２字１マスに記入する。
⑩　行頭禁則や行末禁則に注意する。
⑪　 句読点（、。，）、かっこ（　）「　」などの符号は１字として扱い、行の最初になる場合は

最終マスの欄外にはみ出して書く。
⑫　 誤字は二重線を用いて訂正する。訂正印は読み取り困難となるため使用しない。修正液（修

正ペン）は広範囲でない場合に限り使用可。
⑬　SNSなどのWeb上の情報をそのままコピーすることは不可。
⑭　ウィキペディアなど著者の責任が明らかでないものをコピー、引用することは不可。
⑮　参考文献・引用文献は7ページの「引用・参考文献の表記方法」に従い別ページに記入する。

 日 本 の 出 生 率 は 戦 後 の 「 第 二 次 ベ ビ ー ブ ー

ム 」 を 境 に 減 少 し 始 め 、 2021 年 に は 合 計 特 殊

出 生 率 が 1 . 3 0 と な っ た 。 こ の よ う な 「 少 子 化 」

の 傾 向 は 、 今 後 も 続 く も の と 予 想 さ れ て い る 。

 「 少 子 化 」 は 、 先 進 諸 国 に 共 通 し て い る が 、

各 国 の 社 会 保 障 費 の 規 模 を OECD （ 経 済 協 力 機

構 ） の 基 準 で 比 較 す る と 、 以 下 の よ う に な る 。

受講番号：５５〇〇〇〇〇   氏名：福祉 太郎   施設・事業の種類：生活介護 

テキスト番号：１  教科名：知的障害者福祉総論 課題番号：1 ページ： 1 

⑤ ⑪

⑪

⑧⑪

⑨
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レポート提出教科 提出期限ならびに受付期間（当日消印有効）

③事例研究

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

②知的障害者援助技術

①知的障害者福祉総論

⑨知的障害の併存症（重複障害）

⑦知的障害者の生活支援

⑥知的障害者の医療

⑤知的障害者の心理

⑧障害福祉事業のマネジメント

2025年6月1日

2025年6月10日

2025年8月1日

2025年8月11日

2025年 10月 1日

2025年10月10日

2025年 12月 1日

2025年12月 10日

※提出期限ならびに受付期間以外に送付されたレポートは、受付不可レポートとして返送します。

レポート提出期限

知的障害援助専門員とは
知的障害のある人が利用する障害者施設・事業所において知的障害児・者の支援・援助
にあたる専門職員として本協会が認定する資格。

知的障害福祉士とは
知的障害のある人が利用する障害者施設・事業所において知的障害児・者の支援・援助
に係る計画の策定、調整等とともに、支援・援助にあたる職員に対して助言・指導等を行
う専門職員として本協会が認定する資格。

通
信
教
育
受
講
申
込

知
的
障
害
福
祉
士
講
習
会
・
試
験

知
的
障
害
福
祉
士

知
的
障
害
援
助
専
門
員

通
信
教
育
修
了

レ
ポ
ー
ト
（
自
宅
学
習
）

ス
ク
ー
リ
ン
グ（
講
義

視
聴
・
オ
ン
ラ
イ
ン
テ
ス
ト
）

（
全
教
科
）

通信教育

知的障害援助専門員養成
通信教育修了者に資格を
付与

知的障害援助専門員の資格取得後、
審査会が定める知的障害福祉の業
務に２年以上従事した者

資格の付与について（資格認定への過程）資格の付与について（資格認定への過程）

レポート提出期限
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　（①知的障害者福祉総論：レポート課題２を選択した場合）

ホチキス位置 レポート提出票
レポート評価票（受講生用）

受講番号

*勤務先

氏　名

*職　名

受講番号

教　科　名

受講番号

教　科　名

氏　名

教科コード

氏　名

教科コード

評　　価

［課題］　選択したレポート課題の番号と課題文を記入してください。

※課題番号

評　価 ［講評］

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

講師印 印
・レポート評価票（受講生用）の「＊」の欄に必要事項を記入してください。
・レポートとともに左上をホチキスで留めてください。
・レポート課題番号は「レポート受付票」の「※課題番号」欄にも記入してください。

キリトリ

レポート評価票（協会控）

レポート受付票（協会控）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

キリトリ

・「※課題番号」欄に選択したレポート課題の番号を記入してください。

※課題番号

・この用紙は機械で処理しますので、折り曲げないでください。また「キリトリ」部分は切り取らず、そのまま提出してください。

※課題文

①知的障害者福祉総論

①知的障害者福祉総論

①知的障害者福祉総論 01

01

テキスト第１章・第３章を熟読し、「障害者権利条約」、日本国憲法、障

害者基本法にみられる人権についてまとめ、知的障害者の権利擁護で考

慮すべきことについて、実践を踏まえて、あなたの考えを述べなさい。

注：　　　の部分を必ず記入して下さい（波線は必要ありません）。

２

２

レポート提出票記入例

（各教科のレポート課題は、26 ページ以降に記載しています）

事務局にて切りとるため、切り離さないでください。

必ずホチキスで留める

レポート提出票記入例

55○○○○○
○○○○園

福 祉 太 郎
生 活 支 援 員

55○○○○○ 福 祉 太 郎

55○○○○○ 福 祉 太 郎

扌
 レポート課題文はすべて記載すること　
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（東北福祉大学通信教育部：学習の手引き引用）

Ⅰ　テキスト（教科書）を読む
　通信教育での学習の中心は、テキスト（教科書）を読み、学んだ内容をレポートにま
とめることです。その際、他の本や新聞、インターネットなどで関連することを調べた
り、自分で考えたりすることも必要になります。

⑴　テキストの読み方
　①　全体をつかむ
　　まず、全体をつかむために、テキストの最初から最後まで、ざっと目を通してみましょ

う。目次・索引をながめ、キーワードをつかむことも有効です。その中で興味がもてる
部分があれば、少し力を入れて読んでみましょう。学習は興味のもてるところからスタ
ートするのが効果的です。

　　また、この段階で「レポート課題」にも目を通し、与えられた課題が何なのかを理解
しておきましょう。

　②　目的意識をもって読む
　　次に、レポート課題やアドバイスをもとに、レポートを書くつもりになって、テキス

トを丹念に読んでみましょう。さらに、レポート課題への解答だけでなく、自分なりに
疑問をもって、それに対する答えを見つけるつもりで読んでいけば、その課題への理解
はずっと深まります。

　　その際、大事だと思ったこと、理解したこと、おもしろいと思ったこと、レポートを
書く際にヒントになりそうなことは、テキストに線を引いたり、書き込みをしたり、ノ
ートに書き移したりしておきましょう。カードを作成するのもよいでしょう。

　　テキストは漫然と読んでいてはなかなか頭に入りません。手を動かしながら、内容は
いままでの知識や経験と結びつけて理解するように努力してみましょう。また、レポー
トを書くつもりで、あるいは誰かと学んだことを語り合うつもりで読んでいくのもひと
つの手です。自分に合ったテキストの読み方を見つけていきましょう。

　
　③　自分で調べる
　　テキストを読んでわからない言葉があれば、国語辞典や専門の辞典・事典、その他参

考文献などで調べてみましょう。インターネットで調べる方法もあります。わからない
ことを自分で調べる方法を身につけ、それを習慣にすることは、これからの学習におい
て、とても大切なことです。

レポートの書き方について
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　④　わからないところはとばす
　　テキストには、その学問分野の幅広い内容が凝縮して記述されています。すべての内

容を理解するのは大変ですから、どうしてもわからないところは飛ばして、先に進みま
しょう。学習が進んだ後に読み直してみると以前わからなかったことが簡単に理解でき
る、というのはよくあることです。

　⑤　テキスト以外の本を読む
　　限られた学習時間のなかでは、指定されたテキストを読むだけでも時間がかかると思

います。しかし、テキスト以外のものを読んでみると、要点やキーワードなどがより明
確になり、テキストを読んだだけではわからなかった内容が理解できることも多くあり
ます。

　　同じことに対する別の説明の仕方、別のものの見方にふれることは、内容の理解を深
め、視点を広げるのに非常に役立ちます。その教科に力を入れてみたい場合には、テキ
スト以外の本を読むことをお勧めします。

　⑥　新しい知識を柔軟に受け入れる
　　先述のように、テキストは自分のこれまでもっている知識や経験と結びつけて理解す

るのが効果的です。その際、知識や経験を絶対視するのではなく、著者が述べようとし
ている内容を正確に理解する努力も必要です。「学ぶ」には「真似ぶ」という側面もあ
りますから、いったんはテキストに書かれたことを素直に理解してみるようにしましょ
う。新しい知識を柔軟に受け入れたうえで、自分なりの理解や視点を形づくりレポート
に表現してください。

Ⅱ レポートをまとめる
　レポート作成は、通信教育の主な学習方法です。１教科につき１課題（複数の課題か
ら１題選択）を、期日までに提出してください。テキストを熟読しながら、出題された
レポート課題に対する解答を1,800字以上2,000字以内（５ページ参照）でまとめます。

⑴　レポートに要求されていること
　「教科学習ガイド」には各教科ごとにレポートを書く際の留意点が述べられています。

「教科学習ガイド」は繰り返し読んでから、レポートをまとめてください。
　①　課題に論理的に答える
　　レポートは、テキストを読んで学んだことを講師に報告するものです。まずは課題を

理解したうえで、テキストの内容を自分のことばで要約して、論理的にまとめることが
必要になります。自分が解ったことを、他の人にも解るように伝えるつもりでまとめて
ください。

　　十分にテキストを読まないで部分的にテキストを丸写ししたり、ただ実体験や感想を
まとめただけのレポートでは、合格点は得られず不合格（再提出）となります。レポート
は、自分の主観的な経験や気持ちを綴った日記・エッセイ・感想文とは違い、レポート
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課題に対してある程度体系立った解答が求められます。この点に留意してください。

　②　よりよいレポートを書く
　　前項に記したことは学習成果をまとめるレポートとしては、必要最低限のことがらで

す。レポートは、もう一段高いレベルを要求されているものもあります。それは、テキ
ストの内容を理解したうえで、自分なりに考察しなさいというものです。レポート課題
の末尾が「述べなさい・まとめなさい」等になっている場合は、このことが要求されて
います。

　　自分のもっている知識、別の参考文献を読んで得た見方・考え方、自分で調べたこと、
身近な出来事や職場での経験などから、レポート課題に対して、どう考えるのかをまと
める必要があります。もちろん、自分の説を述べる際にも、他の人にもわかるように、
論理的で説得力のある文章でまとめる必要があります。

　
⑵　レポート作成の手順と構成
　①　下書きを行う
　　レポートをまとめる際には、テキストを読んだ時に引いたアンダーライン、ノートや

カードをもとに、どのようなことを、どういう構成・順序で述べようとするのかをまず考
えてみましょう。必ず下書きを行ってから、レポート用紙に清書するようにしてください。

　②　レポートの構成
　　レポートは「序論・本論・結論」の構成が一般的です。事例を論述する場合は「目的・

方法・結果・考察」の構成で書いてください。文章は簡潔で要点をとらえたものとなる
ように心掛けてください。

　③　レポート作成上の留意点
　　・ひとつのテーマに対して段落を設定
　　・ひとつの段落ごとに改行
　　・改行の意味をよく考えること
　　・簡潔な表現 
　　・論理的な表現 
　　・問題提起と結論は整合性を持たせること
　　・時には省略（単調な文が続くことを避けるため）
　　・下手でもよいから楷書で、ていねいな文字で書く
　　・ レポートの作成にあたり、該当する教科のテキストを読み学習した上で、課題の意

図を把握し、テキストの内容とともに、自身の考えを論述する。（極めて他人のレ
ポートと類似している場合は、不正行為とみなし不合格とします）

　　・事例を述べる場合、氏名はＡ・Ｂ・Ｃで表記するなどし、個人が特定されないよう
に配慮する。

　　・職場や家庭、当事者に対する批判や疑問、内部告発、誹謗中傷といった内容になら
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ないようにする。
　　・取り上げた内容が差別・偏見として解釈されないよう表現には十分注意する。
　　・別添で図表・画像ならびに詳細な資料がある場合は、レポートの最終ページ以降に

付ける。文字数にはカウントしません。（多くても数枚とする）

文章表記上の留意点

⑴文章は「である（だ）。」体で統一する。
　　（例）「～～である。」「～～であった。」「～～を行った。」　　
⑵利用者、職名に対して「さん」｢の方｣はつけない方が読みやすい。
　　（例）　　×「利用者さん」　→　○「利用者」
　　　　　　×「支援員の方」　→　○「支援員」
　　　　　　×「施設長さん」「相談員さん」「看護師さん」「ケアマネさん」
　   →　○「施設長」「相談員」「看護師」「ケアマネジャー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※レポートのため敬称をつけない。         
⑶ 表現として「させられた」などの受身表現とか、また、先輩職員や上司への丁寧語、

利用者への謙譲語も不要。
　　（例）　　×「排泄介助をさせられたとき‥‥」
       　　　　　→　○「排泄介助を行ったとき‥‥」
　　　　　　×「アドバイスをしていただいた」
       　　　　　→　○「アドバイスを受けた」
　　　　　　×「入浴介助をさせていただいたとき･･･」
       　　　　　→　○「入浴介助を行ったとき････」

 ⑷ 小説や随想ではないので話し言葉は用いないことや、社会人としての文章・文体で
書くようにする。（ふさわしくない表現）

　　（例）　　「ずっと」「すごく」「やっぱり」「ちょっと」「まあまあ」「キツイ」「シンドイ」
　　　　　　「思うに」「あと」「～だけど」「なんだか」など　　　　　　

⑸人権擁護や自立支援の観点から、支援、サービス提供に関する適切な表現にする。
　　（例）　　×「お世話をする」×「～してあげる」
       　　　　　→　○「支援する」「○○の介助をする」

　①　 テキスト学習において内容に疑問が生じた場合には、付属の「質問用紙（コピー可）」
により質問することができます。（質問用紙はコピーして使用ください）

　②　 質問がある場合は、該当する教科のレポート提出時にレポートと一緒にお送りくだ
さい。（質問は各教科１問までとします）

　③　 質問の内容は、テキストの内容に直接関係のあるものに限ります。それ以外の質問
（支援の方法等に関する質問等）にはお答えできません。

質問について
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レポートの評価・返却について

⑴　レポートの評価について（６～７ページ参照）
　提出レポートは各教科の担当講師が、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階で評価します。Ｄ評価
ならびに未提出のレポートは不合格対象となります。不合格となったレポートの再提出
方法は、３月末の履修状況通知時に詳細についてお知らせします。

⑵　レポートの返却について
　講師による添削評価後、レポートを返送します。課題ごとに審査期間が異なるため、
返送までに３か月程度かかります。レポートは提出順に返送されない場合もあります。

レポート返却について　※選択された課題により返却日時は異なります。
教科名 返却予定 教科名 返却予定

①知的障害者福祉総論
2025年9月下旬

⑥知的障害者の医療
2026年1月下旬

②知的障害者援助技術 ⑦知的障害者の生活支援

③事例研究

2025年11月下旬

⑧障害福祉事業のマネジメント
2026年3月下旬

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム ⑨知的障害の併存症（重複障害）

⑤知的障害者の心理

⑶　レポートの再提出について
　３月末に履修状況を送付する際にお知らせいたします（19ページ参照）。

スクーリング（講義）及びテストについて

⑴　スクーリング（講義）及びテストの実施内容
　　スクーリング（講義）についてはインターネットによるオンデマンド講義を、テスト

についてはオンラインテストにて実施します。実施要項は12月初旬に送付します。
　　オンデマンド講義とオンラインテストについては、受講当該年度中に受けていただく

必要があります。いずれか（もしくは両方）を受けられなかった場合は、未修了となり
ます。

　①スクーリング（オンデマンド講義）について
　・ 各教科の講義動画で、各講師が発言する「キーワード」を聞き取り、全てのキーワー

ドを提出することで、視聴確認（出席確認）とします。
　・ 修了判定を受けるためには、全教科の講義動画の視聴と全てのキーワードの提出が必

要となります。
　②スクーリング（オンラインテスト）について
　・ 各教科の学習成果を確認するためオンラインテストを実施します。修了判定を受ける

ためには、必ずテストを受けていただく必要があります。
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　・ テストは全教科について下記の日時に一斉に実施します。実施要項の送付時に過去問
題をお送りする予定ですので、学習しておいてください。

⑵　講義動画の配信期間およびオンラインテストの日程
　・オンデマンド講義の視聴期間（期間中視聴可）
　　　　2025年12月20日（土）～ 2026年１月26日（月）（予定）
　・オンラインテストについて
　　　　2026年１月30日（金）13時～ 14時30分（予定）

修了判定について

　修了の判定は「レポート評価」及び「スクーリングの出席・テスト」による総合評価で
行います（19ページ参照）。なお、履修状況及び修了判定の結果については、3月末に通知
いたします。

再評価について

　① 　成績評価の結果、不合格となった教科が２教科以内の場合は、該当する教科のレポ
ートを再提出し再評価を受けることができます。

　　　ただし、再評価は、教科ごとに１回を限度とします。
　② 　再評価を受けるためには、所定の再評価料（１教科2,200円）の納入が必要です。
　③ 　再評価を受けたレポートが、再度不合格となった場合は未修了となります。
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履修の延長について

⑴　対象者
　次の方が履修延長を申請した場合は、履修期間の延長が認められます。
　ただし、延長期間は2027年３月31日（１年間）までとします。
　①　不合格、またはスクーリングに出席していない教科が４教科以内の場合。
　② 　不合格、またはスクーリングに出席していない教科が５教科以上で、その理由が病

気など特別の理由がある場合。ただし医師による診断書が必要となります。

⑵　申請手続き等について
　手続きの方法など詳細については、３月末の履修状況通知時に該当者へお知らせいたし
ます。履修延長料は、１教科3,300円となります。

⑶　履修内容
　①　不合格、またはスクーリングに出席していない教科を履修し、修了判定を受けます。
　② 　前年度スクーリングに出席した教科については、レポート提出によって成績評価を

受けます。また、スクーリングに出席していない教科については、スクーリングの出
席とレポート及びテストの成績評価を受けます。

　③ 　履修延長を行い、再度不合格となった教科がある場合は未修了となります。

受講中の諸手続きについて

⑴　変更届について
　住所変更、結婚等による改姓、E-mailアドレスの変更は付属の「変更届」により、すみ
やかに届け出てください。本通信教育のホームページより変更することも可能です。

不合格となった教科の再評価について

　履修状況において不合格となった教科は、「再評価もしくは延長」の場合に限り、再度
提出することができます。レポートを再提出される場合は、初回に提出されたレポートと
同じ課題を選択してください。また提出にあたっては、受講期間中に提出されたレポート
も同封してください。未提出により不合格となった方は、どの課題でも選択できます。
　テストの結果により不合格となった場合は、新たな課題を後日お知らせします。
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講師及び教科担当者一覧（令和7年3月31日現在）

科目名 講師名

①知的障害者福祉総論

小澤　　温（筑波大学）

谷口　泰司（関西福祉大学）

矢野　明宏（東京通信大学）

②知的障害者援助技術

白石　孝之（社会福祉法人彩明会）

鈴木　　良（同志社大学）

矢島　雅子（京都ノートルダム女子大学）

③事例研究

漆嶋　真一（社会福祉法人なにわの里）

川口　　豊（社会福祉法人天王福祉会）

長澤　正樹（元新潟大学大学院）

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム
田熊　　立（千葉県発達障害者支援センターCAS）

中野伊知郎（社会福祉法人侑愛会）

⑤知的障害者の心理

飯田　昭人（北翔大学）

齊藤　宇開（たすく株式会社）

佐々木　新（川崎医療福祉大学）

福島寿美子（たすく株式会社）

⑥知的障害者の医療
松本　加代（安田女子大学）

土路生明美（県立広島大学）

⑦知的障害者の生活支援

金丸　博一（コンサルテーションサポート森の入口）

佐野　和明（社会福祉法人愛育会）

松永千恵子（群馬医療福祉大学大学院）

⑧障害福祉事業のマネジメント

榎本　則幸（東京通信大学）

鈴木　繁生（社会福祉法人みどりの風）

新妻　　登（社会福祉法人いわき福音協会）

松下　直弘（社会福祉法人岩崎学園）

⑨知的障害の併存症（重複障害）

池上　陽子（社会福祉法人日本心身障害児協会）

豊田　隆茂（社会福祉法人日本心身障害児協会）

野村　万季（相模原市立陽光園）
※50音順

レポート評価
（4段階）

スクーリング時の
テスト 1教科の点数

Ａ評価
60 ～ 100 点（合格）

40 ～ 159 点（不合格）

Ｂ評価
60 ～ 100 点（合格）

40 ～ 159 点（不合格）

Ｃ評価
60 ～ 100 点（合格）

40 ～ 159 点（不合格）

Ｄ評価 40 ～ 100 点（不合格）

９教科全ての教科で合格
となれば「修了」

９教科のうち、不合格の教科が
　1 ～ 2 教科・・・「再評価」
　3 ～ 4 教科・・・「延長」
　5 ～ 9 教科・・・「未修了」

（もしくは未提出）

各教科の評価方法について

履修状況について

すべての教科が合格の場合

修了

４月上旬に、

2026年3月31日付けの
資格認定証発行

再評価 延長 未修了

1～2教科の
不合格

3～4教科の
不合格

5教科以上の
不合格

 

再受講

※スクーリングに出席している場合

上記にて不合格教科がある場合

３月末： 履修状況にて成績通知
４月中旬： 再評価（延長）申請書・申請料の手続きをする（受講生）
４月下旬： レポート再提出（延長）に関する書類を送付（事務局）
７月中旬： レポート提出（受講生）
９月上旬： レポート返却（事務局）
 修了（資格認定証発行）
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レポート評価
（4段階）

スクーリング時の
テスト 1教科の点数

Ａ評価
60 ～ 100 点（合格）

40 ～ 159 点（不合格）

Ｂ評価
60 ～ 100 点（合格）

40 ～ 159 点（不合格）

Ｃ評価
60 ～ 100 点（合格）

40 ～ 159 点（不合格）

Ｄ評価 40 ～ 100 点（不合格）

９教科全ての教科で合格
となれば「修了」

９教科のうち、不合格の教科が
　1 ～ 2 教科・・・「再評価」
　3 ～ 4 教科・・・「延長」
　5 ～ 9 教科・・・「未修了」

（もしくは未提出）

各教科の評価方法について

履修状況について

すべての教科が合格の場合

修了

４月上旬に、

2026年3月31日付けの
資格認定証発行

再評価 延長 未修了

1～2教科の
不合格

3～4教科の
不合格

5教科以上の
不合格

 

再受講

※スクーリングに出席している場合

上記にて不合格教科がある場合

３月末： 履修状況にて成績通知
４月中旬： 再評価（延長）申請書・申請料の手続きをする（受講生）
４月下旬： レポート再提出（延長）に関する書類を送付（事務局）
７月中旬： レポート提出（受講生）
９月上旬： レポート返却（事務局）
 修了（資格認定証発行）

 

各教科の評価方法について

履修状況について
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昭和45年04月01日　制定
昭和50年08月27日　改正
昭和52年05月17日　改正
昭和53年11月24日　改正
昭和54年05月29日　改正
昭和55年05月28日　改正
昭和58年03月08日　改正
昭和59年02月29日　改正
平成02年04月01日　改正
平成03年05月14日　改正
平成09年05月07日　改正
平成10年05月06日　改正
平成12年02月25日　改正
平成15年12月24日　改正
平成18年08月22日　改正
平成24年05月17日　改正
平成25年04月01日　改正
平成31年03月14日　改正

■目　的 
　第１条　 　公益財団法人日本知的障害者福祉協会（以下「本会」という）は、主として

知的障害のある人が利用する障害者施設・事業所において知的障害児・者の支
援・援助にあたる専門職員の養成を目的とした通信教育を実施するため、この
規程を定める。

■名　称
　第２条　 　この通信教育は、知的障害援助専門員養成通信教育（以下「本通信教育」と

いう）という。

■委員会
　第３条　 　本通信教育は、委員会設置規程に基づき人材育成・研修委員会（以下「本委

員会」という）が企画・運営する。

■対　象
　第４条　 　受講対象者は、別に定める教育課程または知的障害を理解するための基礎講

座を修了するとともに知的障害福祉の実務経験のあるものとする。

■受講定員
　第５条　　受講定員は450名とする。

■履修期間
　第６条　 　履修期間は毎年４月１日から翌年の３月31日までとする。
　　　　　２．履修延長については別に定める。

知的障害援助専門員養成通信教育実施規程
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■履　修
　第７条　　履修は、テキスト学習並びにスクーリングにより行うものとする。
　　　　　 ２．別に定める修了判定により全ての教科目を修了した者には、修了証書を交

付する。
■講　師
　第８条　　講師は、本委員会が推薦し、本会の会長が委嘱する。

■諸　 則
　第９条　 　本規程の細則に関する事項については、別に定める。
　　　　　 ２．本規程を改正または廃止しようとするときは、本会の理事会の承認をうけ

なければならない。

知的障害援助専門員養成通信教育実施規程の細則を次のとおり定める。

■受講対象者
　第１条　　受講対象者は、次の教育課程を修め、実務経験を有する者とする。
　　　⑴ 学校教育法に基づく大学・短期大学卒業者で、人材育成・研修委員会が定める施

設・事業ならびに職種で１年以上その業務に従事した者。
　　　⑵ 学校教育法に基づく専修学校の専門課程【修業年限２年以上のものに限る】（専

門学校）卒業者で、人材育成・研修委員会が定める施設・事業ならびに職種で１
年以上その業務に従事した者。

　　　⑶ 学校教育法に基づく高等学校卒業者で、人材育成・研修委員会が定める施設・事
業ならびに職種で２年以上その業務に従事した者。

　　　⑷ 学校教育法に基づく専修学校の高等課程（高等専修学校）卒業者で、人材育成・
研修委員会が定める施設・事業ならびに職種で２年以上その業務に従事した者。

　　　⑸ 本会が実施する「知的障害を理解するための基礎講座」の修了者で、人材育成・
研修委員会が定める施設・事業ならびに職種で２年以上その業務に従事した者。

　　　⑹知的障害援助専門員養成通信教育（平成12年度以降）を受講した者で、未修了の者。

■受講手続き
　第２条　 　受講希望者は、所定の手続きを完了し、別に定める受講料を納入しなければ

ならない。

■教科目
　第３条　　教科目については別に定める。

■テキスト学習
　第４条　 　受講者は、所定の期日までに全教科について、レポートを本委員会に提出し、

評価を受けなくてはならない。
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■スクーリング
　第５条　 　受講者は、全教科目についてスクーリングに出席し、試験を受けなければな

らない。

■修了判定
　第６条　 　修了の判定は、各教科ごとにスクーリングの出席とレポート及び試験の成績

評価により行う。
　　　　　２ 　スクーリングに出席しない教科目については、成績評価を受けることがで

きないものとする。
　　　　　３ 　成績評価の結果、不合格となった教科目が２科目以内の場合は、その教科

目のレポートを提出し、再評価を受けることができる。但し、再評価は、教
科目ごとに１回を限度とする。

　　　　　４　再評価を受ける者は、再評価料を納入しなければならない。

■履修期間の延長
　第７条　 　次に定める者が本委員会の履修期間の延長を申請した場合は、その履修期間

の延長を認めるものとする。
　　　　　　⑴修了できなかった教科目が４科目以内である者。
　　　　　　⑵ 修了できなかった教科目が５科目以上である者で、その理由が病気等によ

る者又は本委員会がそれに準ずる者として認めた者。
　　　　　２　履修の延長は１年を限度とする。
　　　　　３ 　履修期間を延長した者は、修了できなかった教科目を履修し、修了判定を

受けなければならない。但し、前年においてスクーリングに出席したものに
ついては、レポート提出によって成績評価を受けることができるものとする。

　　　　　４ 　履修期間を延長した者は、成績評価の結果、不合格となった教科目につい
て再評価を受けることができないものとする。

　　　　　５　履修期間を延長する者は、履修延長料を納入しなければならない。

■受講料
　第８条　　受講料、再評価料及び履修延長料については別に定める

●別表１
　 教科目

①知的障害者福祉総論 　⑥知的障害者の医療
②知的障害者援助技術 　⑦知的障害者の生活支援
③事例研究 　⑧障害福祉事業のマネジメント
④知的障害を伴う自閉症スペクトラム 　⑨知的障害の併存症（重複障害）
⑤知的障害者の心理 　
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訪問支援員

地域生活支援員
就労定着支援員

主任就業支援担当者

就労定着支援
自立生活援助
日中サービス支援型共同生活援助

●別表２
　実務経験該当施設・事業所および該当職種
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会員施設 － 66,000円

一      般 － 69,300円

会員施設 － 52,800円

一      般 － 56,100円

　再評価料 （１教科） － 2,200円

　履修延長料 （１教科） － 3,300円

受講料

再受講料

●別表３
 受講料、再評価料及び履修延長料
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教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論････････････････････････････････････26

②知的障害者援助技術････････････････････････････････････28

③事例研究･･････････････････････････････････････････････30

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム･･････････････････････32

⑤知的障害者の心理･･････････････････････････････････････34

⑥知的障害者の医療･･････････････････････････････････････36

⑦知的障害者の生活支援･･････････････････････････････････38

⑧障害福祉事業のマネジメント････････････････････････････40

⑨知的障害の併存症（重複障害）･･････････････････････････42

教科学習ガイド
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〔教科研究ガイド〕

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　知的障害者福祉総論の特徴と学習のねらい

　福祉専門職の学ぶべき理論の大本は実践の学たる社会福祉学です。社会福祉学は、周辺
諸学である社会学、心理学、法学、医学、経済学、芸術学など各々から生みだされた先達
による産物を共有財産としています。ゆえにかつて本体は何なのか問われることもありま
した。各学問を外していくと何が残るのかといわれたことがあります。しかるに社会福祉
学は社会福祉学として他の何ものでもなく存在しています。同様に、各論は多岐にわたり
総論ではその理解に資する基礎と総体を学ぶことになります。
　
　第１章の「知的障害者福祉の理念と歴史」では、まず知的障害とは何かについて蓄積さ
れた知識を学びます。福祉専門職の支援方法論では、その人を価値ある尊厳ある人として
個別に向き合うことを原則としますが、これまで多方面から、また広く世界からも知的障
害のある人を理解するための知見、考え方が蓄積されています。この知識なくして知的障
害者福祉の専門職とはなりえません。しかし、利用者の理解には個別化が重要であり、そ
れに資するものがこれまで蓄積された知識となります。次に、知的障害者福祉の基盤とな
る理念を学びます。その理念は福祉専門職としての仕事の拠り所となるものです。しかし、
仕事をする中では理念に反する現実に社会の様々な場面で直面せざるを得ない状況に置か
れます。我々はそれに挑んで変革していく専門職であります。よって、理念を学ぶことは
大変重要なことになります。また、時間の波を乗り越える中で刻々と深化と進化を続ける
福祉の形（構造）と動き（機能）の歴史を学びます。これは、第２章以降あるいは他のテ
キストに示されている現状の理解に資するものともなります。
　第２章の「知的障害者の実態」では、2024年３月現在把握できる情報が示されています。
超高齢社会に向けて将来の動向を認識する上でも重要な内容を提示しています。
　第３章の「知的障害者に関連する法体系」は特に必須な知識です。なぜならば、福祉専
門職はコミュニケーションを通して利用者と信頼関係（相互に成り立つ関係ですので我々
も利用者を信頼します）を形成し、アカウンタビリティ（説明する責任・能力）により利
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用するサービスや選択肢などを説明提示し、決定するのは利用者です。決定を支援するの
が原則になっているのです。制度を含めて伝えるべきことが曖昧では、アカウンタビリティ
は成り立ちません。そして社会が十分な選択肢を用意できない場合、ひとつしかないとこ
ろにある利用者は、そこで既に社会的役割を果たしているともいえます。我々は、その場
を共有し、選択肢を共に創りだす専門職であるべきこと、これを抜きにしたら専門職とは
いえなくなる、こうした原則を踏まえて制度をしっかりと学びましょう。なお、制度は障
害者権利条約などの影響で特に障害者差別解消法を例にみても、今後継続して検討するこ
とが残されていますし、障害者基本計画の進捗にも着目し、こうした今後の変化にも関心
をもち続けることが大切です。
　第４章の「知的障害者福祉に関連する施策と制度」は、第３章と同様な意味で重要です
が、複雑化・多様化する生活上の課題にいかなる支援が可能であるのか認識する上で必要
となるものです。福祉専門職は把握すべき全てのニーズに対応することが困難になる時が
あります。しかし、把握すべきニーズはしっかりと認識することが必要で、ジェネラリス
トの視点が求められます。福祉専門職が担うべきニーズへはスペシフィック（分野ごとの
高度な専門知識と技術）で対応し、対応しきれない必要なニーズには、対応できるところ
とつなげる機能が求められます。これが連携やネットワークを形成することになります。
　第５章の「援助職員の役割と倫理」は、本論にもある「優生保護法」のように過去に倫
理に合致しない法制度が存在した事実があります。これが我々に教えることは、法制度が
絶対的なものと考えることは社会福祉専門職にはないということです。法制度も状況で変
革しうるものであり、ソーシャル・アクションによる変革を方法論として有してきました。
その根拠は倫理となることを再度認識して、しっかりと倫理を学びましょう。倫理は、我々
の仕事の支柱となるものであり、迷われた時にはここへ原点回帰することで再び得るべき
ものがつかめるはずです。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章・第５章を熟読し、障害者福祉の理念について整理したうえで、

意思決定が困難な場合における代行決定・代理決定に対する取り組みとその際の
留意点について、あなたの考えを述べなさい。

２．テキスト第１章・第３章を熟読し、「障害者権利条約」、日本国憲法、障害者基本
法にみられる人権についてまとめ、知的障害者の権利擁護で考慮すべきことにつ
いて、実践を踏まえて、あなたの考えを述べなさい。

３．テキスト第４章を熟読し、日本の知的障害児教育の変遷について要点をまとめ、
知的障害児への教育について、知的障害児・者への人権を鑑みながらあなたの考
えを述べなさい。
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〔教科研究ガイド〕

　障害者基本法改正、障害者虐待防止法施行、障害者差別解消法制定と日本の障害者福祉
の理念や枠組みは、劇的に変貌を遂げてます。人権擁護・差別解消・意思決定支援という
基本理念がますます強く打ち出されていく中、障害のある方々の生活支援に携わる者とし
てこの基本理念を深く理解することが問われています。
　知的障害のある方々に対する援助技術とは、こうした中でどのようにあるべきでしょう
か。本教科では、意思を形成・表明しにくい知的障害の特性を理解し、表明されにくい本
人のニーズを顕在化させるための手法や意思決定支援や生活全体をみた支援を行うために
必要な技術とツールを習得することを学習の目的としています。平成15年度から、利用契
約制度が導入され、利用者（クライアント）や家族から生育歴や生活全体を聴取してアセ
スメントを行うことが社会福祉施設・事業者の責務となる中で、医学モデルと社会モデル
の統合や人と環境との相互作用の視点に基づいたソーシャルワークを理念・方法論とする
ことが重要です。本テキストの学習を通じて、知的障害児・者に特化したソーシャルワー
クの在り方を習得してください。

第１章「援助技術の沿革」、第２章「相談援助の構成要素」

　この２つの章では、ソーシャルワークの歴史から説き起こし、2014年度に確立されたグ
ローバル定義について解説しています。権利擁護において今日的に重要な概念である「集
団的責任」について理解を深めてください。
第３章「知的障害児者の人権」

　この章でいよいよ知的障害児・者の特性やこれから権利擁護の焦点となる障害者権利条
約や意思決定支援について学びます。知的障害児・者に特化したソーシャルワークの最前
線を理解してください。
第４章「社会福祉施設・事業所の役割」

　本章では、社会福祉施設・事業所で生活支援に取り組む際の３つの柱である「自立支援」、
「生活構造」、「地域生活支援」の背景となる歴史・理論・視点について述べています。短

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）
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い章ではありますが、実践に直結する部分も多いと思います。
第５章「援助の実践モデル」、第６章「知的障害者のケアマネジメント」

　この２つの章では、支援現場で知的障害児・者に対してどのように言葉がけをし、援助
を行うべきかを理論的、具体的に述べています。また、知的障害に配慮したケアマネジメ
ントのあり方、サービス等利用計画・個別支援計画についても具体的に解説しています。
この２つの章で援助（支援）のための技術とツールを習得してください。
第７章「高齢知的障害者の援助技術」

　最終章においては、国立のぞみの園の研究による高齢期に達した知的障害者への援助・
支援のあり方について述べています。現場で直面する高齢期支援の理論を学んでください。

　本教科での学習を通じて、皆さんによる知的障害児・者に特化したソーシャルワークの
理論と実践の創造的発展を願ってやみません。頑張りましょう。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章を熟読し、ソーシャルワークの援助技術を整理したうえで、知的

障害児・者の生活課題を解決するために、どのようなソーシャルワークの援助技
術が活用されているかあなたの事業所の事例を通して述べなさい。

２．テキスト第６章を熟読し、サービス等利用計画と個別支援計画の関係性について
説明したうえで、あなたの実践の中で両計画がうまく連動した事例について述べ
なさい。

３．テキスト第６章を熟読し、ケアマネジメントのプロセスと留意点について説明し、
あなたの経験を踏まえたうえで、チームアプローチの必要性について述べなさい。
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〔教科研究ガイド〕

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　知的障害のある人たちの支援現場は、重度化・高齢化や就労支援、地域移行といった様々
な複雑に入り組んだ課題の解決が求められています。また、行動障害の改善といった一朝
一夕には解決できない課題にも直面しているでしょう。そうした課題の解決を自分自身の
日々の業務をうまくこなすための目的で解決できたらどんなに仕事が楽になるのだろうと
考えたことはありませんか。
　この事例研究の目的は、仕事をこなすための方法論を身につけるものではありません。
課題や事例の解決をあくまで知的障害のある人一人ひとりの生活改善のステップと捉え、
支援者や職場全体が支援力を蓄え向上させていくことが事例研究の目的です。そのために
必要な価値観、方法論、アセスメントの手法、事例研究会の運営方法を本教科の学習を通
じて身につけてください。
　事例研究という分野は、経験科学という領域にあり、その内容に客観性や科学性が求め
られます。科学である限り、そこには基礎となる理論や学問体系も当然存在します。その
一つが、ソーシャルワークであり、最新の理論としてエコロジカルモデル、システム理論、
BPSアプローチ等についても若干触れています。こうした最新の知見も積極的に吸収して
事例研究の創造的発展を目指してください。
　次に、本教科の学習のポイントについて触れておきます。
① 事例研究を行っていくための意義や目的について繰り返し深めて下さい。この点は、本

教科の主題でもあります。
② 客観的、科学的な事例研究を行う、また支援計画を立てる場合に必要なデータの取り方

と分析について学習してください。逸話記録の見直し方、応用行動分析に基づく分析手
法に詳しく解説しています。

③ 事例検討会の運営方法、事例発表の方法について、実際の現場での会議運営に生かせる
よう学習を深めてください。地域・専門機関との連携の在り方、その際に求められる個
人情報保護や匿名化作業についても学習を深めてみてください。

④ 課題レポートや事例レポートの書き方についても具体的に触れています。これまでの受



31

講生の優秀レポート（本通信教育のホームページに掲載）とその解説も行っていますの
で、皆さんがレポートを作成するための指針として活用して下さい。

　ここで学習したことをぜひ実践現場で生かして、知的障害児・者の生活向上のためにつ
ながる事例研究ができることを期待しています。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章を熟読し、あなたが支援した事例をまとめなさい。構成と内容は

必ず次の通りとすること。①利用者の実態と支援の目的、②支援内容、③支援経
過・結果、④考察（うまくいった要因、残された課題）。なお、事例は個人が特
定されないように配慮すること。

２．テキスト第２章を熟読し、ABA（応用行動分析）や機能的分析方法についてまとめ、
あなたの事業所での事例を取り上げ、ABA（応用行動分析）や機能的分析方法
を用いて分析し、支援をどのように行っているかまたは行っていくかを述べなさ
い。

３．テキスト第３章を熟読し、あなたの事業所の事例についてまとめ、研究発表する
ことの意義や効果について述べなさい。
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教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　自閉症に特化した本教科は、2007年に本通信教育に加えられました。この背景には、
2005年に発達障害者支援法が施行されたこと、また、自閉症の人たちへの支援は知的障害
のある人たちへの一般的な支援の取り組みだけでは不十分であり、それ以前は、施設や職
員が独自にそれぞれに研鑽を積んでいるだけでしたが、対応としては十分とは言えず、支
援現場においては困難を呈し、結果的に行動障害を発生させ増長させることによって強度
行動障害の状態に陥らせてしまうケースもあり、ある種の限界に達していることを多くの
現場で感じられていたことがあげられます。そうした経過の中で、本通信教育において「自
閉症」を一つの教科として学んでもらいたいとすることの意味と必要性を理解してくださ
い。
　自閉症を教科に加えた2007年から10年以上が経過し、この間、発達障害を巡る様々な研
究が報告されています。「DSM（精神障害の診断と統計マニュアル）」の改定があるなど、
新たな知見も散見される中で2018年に本テキストを改訂しました。
　皆さんには、新たな情報を得るとともに、自閉スペクトラム症の人の障害特性について
正しい理解をさらに深め、結果として人権に配慮した正しい支援を展開して欲しいと思い
ます。
　
　第１章は、自閉スペクトラム症の理解の入り口です。はじめに「三つ組」と言われる診
断基準を中心に、入門的に自閉症スペクトラムの特徴の概観について理解してください。
　当事者側からの視点で具体的な困難さ（違い）、生活のしづらさなどについて、特性の
現れ方について捉えられるようになってください。
　
　第２章は、自閉スペクトラム症の概観を理解することを目的としています。「自閉症」
という言葉が世に出て認知されてから今日までの変化について、歴史的視点や診断基準と
いう側面から理解を促しています。例えば、診断名や基準そのものの内容が変更されてき
ていることの背景やその意味も含め、特性を正しく理解してより深めてください。
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　特に、対症療法的な対応ではなく、行動上の課題そのものをどのように捉えるのかを正
しく理解し、誤った対応をすることがなく済むようにしていただきたいと思います。
　加えて、これまで福祉の現場であまり触れられてこなかった触法（的な）行為や性をめ
ぐる行動に対して捉え方と対応プログラムの作成の糸口（ヒント）としてください。
　
　第３章は、医学的な視点から自閉スペクトラム症を捉えることを目的としています。最
先端の疫学的な研究、原因に関する研究などの一端を紹介しています。また、支援現場で
出会うことの多い合併症について、それぞれ簡潔に説明しているので、より正しい対応プ
ログラム作成の参考としてください。医療行為ですべての問題が解決するわけではありま
せんが、医療との連携は非常に重要なことであり、適切な医療とのかかわり方、療育相談
や与薬の在り方などについての理解を深めてください。

　第４章は、具体的な支援方法についての提案です。支援にとって重要なことは支援に対
する方向性と方法の２つの側面で明確な根拠を持つことです。そのための事前のアセスメ
ントの重要性を述べています。この間接的支援とも言えるアセスメントの実施の必要性を
理解し、評価によって、根拠のある目標・課題を設定し、支援の方向性や方法論が選択さ
れ支援プログラムが作られ実行されていくという一連のプロセスを理解してください。
　本教科では代表的な構造化と応用行動分析の手法を紹介しています。支援の方法につい
て既存の支援の在り方（知的障害のある人への支援）だけではうまくいかなかった支援者
には本教科を学ぶことによって、具体的にどういった方法がよいか、実際の支援現場で活
かしてください。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第２章を熟読し、自閉スペクトラム症の診断基準についてまとめたうえ

で、診断を受ける意味についてあなたの考えを述べなさい。
２．テキスト第４章を熟読し、自閉スペクトラム症の方に対して有効とされる支援方

法についてまとめたうえで、あなたの事業所での実践例をあげなさい。
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〔教科研究ガイド〕

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　私たちにとって心理学は、漠然とではあるが「心」についての学問であることが理解で
きます。では「心」とは何かと考えると、それがとても深く広い問題であることが分かり
ます。心理学は英語でサイコロジー（Psychology） です。（psych-）は「精神」や「心」、（-logy）
は学問とか科学・論を示しています。そのため、心理学は「心の学問」、「心の科学」とす
るのが妥当です。つまり、心のはたらきの現れとしての「行動」も心理学の対象となり、
意識することができない心の側面である「無意識」も心理学の対象となります。これらの
理由から、心理学は、基礎心理学、実験心理学、応用心理学、臨床心理学など幅広い分野
をカバーし、様々な特色をもった心理学が生まれました。
　心理学では、皆さんのまわりの日常的な問題や疑問も科学的に解明しようとする取り組
みがなされています。知的障害のある人を支援する皆さんには、利用者の行動から科学的
にその「心」を理解したり、日常的に接している支援者として落ち込んでいる利用者の「心」
をカウンセリングによって回復に導いたりするような、実践的な学びを深めていただきた
いと思います。
　本教科では、知的障害者の「心理」を学ぶためのテキストであるということに、正面か
ら応じる構成としました。また、虐待や愛着、犯罪被害などの知的障害のある人の心理に
まつわる現代的な課題も扱うことで、心理の多様性についての正しい理解と支援について
も学べるように構成しています。
　第１章及び第２章では「知的障害児・者の心理の基礎知識」を臨床心理の立場から述べ
ています。心理学の基礎を学ぶと共に、人の心の動きや反応、状態について基礎的な事柄
の理解につなげます。
　第３章では「併存症のある知的障害児・者の心理的特徴」についてダウン症候群や
ASD，ADHDなどの知的障害と合併することがある障害の心理的特徴と支援について述
べています。臨床的な特徴や具体的な行動、支援を行うにあたって理解しようとする際の
心構えについて学習します。
　第４章では「知的障害児・者のライフステージおよび様々な状況における心理的特徴」
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について発達心理学を軸に述べています。特に強度行動障害などの社会不適応のリスクや、
青年期以降のライフステージを見通す重要性について学びます。
　第５章では「知的障害児・者の支援における心理的アセスメントの役割」について心理
的アセスメントの基本的な知識と具体的な方法について、実践的な内容や方法を中心に述
べています。心理的アセスメントを実行する立場の者も、利用、応用する立場の者も、内
容をしっかり身に付けてください。
　第６章では「知的障害児・者をとりまく環境への心理的アプローチ」について、行動の
理解モデルを手がかりにして実践的に述べています。環境へのアプローチを、人的環境と
物理的環境の二つの方向性から検討することで、知的障害児・者にとっての環境を捉えな
おします。
　第７章では「知的障害児・者の地域生活のための心理的アプローチ」について、本人の
心理的アプローチの一つであるソーシャルスキルの学習や、本人の社会参加に向けた支援
について学習することや、家族への心理的支援について学びます。
　最終章の第８章では「知的障害がある人の心にあらわれる様々な症状」について、22項
目を厳選して概要を解説しています。一つひとつの用語に囚われてはめ込むのではなく、
様々な症状や状態を鑑みて傾向をつかむために活用してください。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章を熟読し、あなたが担当した事例について、カール・ロジャー

ズの「治療者の３条件（自己一致、無条件の肯定的関心、共感的理解）」をど
のように意識して支援に取り組んだか、具体的なやりとりや工夫を交えて述べ
なさい。

２．テキスト第３章を熟読し、あなたが支援をしている方の心理的特徴をまとめ、
その特徴に応じた取り組みや今後の支援のポイントについて具体的に述べなさ
い。

３．テキスト第７章を熟読し、家族の障害受容についての考え方をまとめ、家族へ
の心理支援における支援者の留意すべき態度について、あなたの考えと実践を
述べなさい。
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〔教科研究ガイド〕

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　知的障害者に対して、医療は、遺伝子相談や妊娠中の管理などの発生予防から、障害を
早期に発見し、原因疾患や合併症を診断し、予防や治療することによる障害の悪化の防止、
さらに、障害を伴いながら発達成長し、老いを迎えるまでのリハビリテーションや健康管
理など様々な角度から関与しています。
　知的障害を診断し、治療可能かどうかを判断するだけでなく、知的障害そのものへの直
接治療は困難でも、一人ひとりが今後最大限に能力を伸ばし、その力を十分に発揮できる
健康状態と環境を整える支援をしていく土台作りの役割を担っています。そのためには、
将来の見通しの上に、それぞれの子どもが、その時点の発達段階にあった療育や教育が受
けられるよう、成人期・老齢期では、個性を発揮して自分らしく満足した生活ができるよ
う、福祉機関は医療機関や教育機関と連携して継続的に支援していくことが必要です。
　障害者自立支援法から障害者総合支援法と変遷し、障害のある人の尊厳や自己選択を尊
重し、地域で働き暮らす方向性が強調されています。選択の自由度が広がると、生活習慣
や栄養の偏りが起こるリスクも増大します。また、医療の発展で、侵襲性や予後を総合し
て治療の選択を判断する必要がある場合も増加しています。支援者は、知的障害者の意思
を尊重しながら、高い倫理観と正確な知識をもって、その人の最善の利益を考えて、多職
種で配慮していくことが求められます。

第１章　医療支援に求められる倫理

　人は皆、病気や老いは避けることができず、命には限りがあります。特に、知的障害者
は様々な疾病の罹患リスクが高く、治療の理解も困難な事が多いため、支援者が倫理を知っ
ておくことは大切です。歴史的な変遷も含めて、医療全般の倫理の基本的な考え方を総合
的に解説しています。

第２章　知的障害児者への医療支援

　知的障害の定義、発生原因、早期発見、主な併存症の基礎となる情報がまとめられてい
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ます。また、知的障害者に対する理学療法、作業療法、言語聴覚療法、心理療法について、
基本的な考え方と具体的な実践方法を解説しています。日頃の日常生活の場の支援に、医
療職の専門的な知見も生かすことは有意義です。

第３章　疾病の予防と対策

　知的障害者は、脳障害に起因した合併症やそれぞれの症候群に特有な合併症があります。
体力や抵抗力が弱い人も多く、医療を必要とする頻度が高くなります。集団生活で特に注
意を要する感染症対策、毎日の観察や治療が必要であるてんかんなど、知的障害者の支援
において合併する頻度が高く特に注意すべき疾患の予防と、発症後の対策について解説し
ています。

第４章　急性症状・事故への対応

　知的障害者は、十分な自己の健康管理が困難であったり、たとえ苦痛があっても正確に
表現できなかったりする場合が多くあります。知的障害者に関わる人は、日常の支援の場
において、知的障害者の異常に最初に気がつき、対応しなければなりません。急性症状や
事故に遭遇した場合、緊急性の有無を判断し、適切な処置ができるよう主な症状や事故時
の対応について解説しています。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第３章を熟読し、知的障害者の口腔ケアの必要性をまとめ、口腔ケアに

関するあなたの実践をあげ、利用者に応じた支援のポイントについて述べなさい。
２．テキスト第３章を熟読し、皮膚の管理についてまとめ、利用者の皮膚の健康を保

持するために必要な支援について、あなたの実践を述べなさい。
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〔教科研究ガイド〕

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　障害のある、なしに関わらず、人は支え合い、関わりあいを持ちながら生きることで、
生活が成り立つと言っても過言ではありません。知的障害者の生活支援を考える時、どの
様に関わっていくのか、何をすべきなのか、しない方がよいのか、人それぞれ考え方は様々
で答えは１つではありません。幅広い知識を持ち、経験を積み重ねていくことで、より良
い支援を実践し、専門性を身に着けてください。
　この教科では、生活支援の基本的な考え方を学びます。生活支援の捉え方において、「生
活とは」から始まり、各種関連法令の整備に伴い、障害者を取り巻く状況の変化について
も考察していきます。
　日常生活支援においてADL、IADL、QOLの関連を理解した上で、生活支援に必要な視
点、自己決定との関連を理解してください。
　次に、ソーシャルワークの意義、相談支援の役割、本人の意思決定支援について学習を
深めていきます。言葉のない利用者であっても、自分の意思を持ち、考えて行動している
事をくみ取れる支援員が求められています。
　続いて、乳幼児期、学齢期、成人期、高齢期を理解してください。乳幼児期における指
導（支援）、学齢期における発達支援のあり方を学び、これらの過程を経て、いかに成長
していくか理解してください。さらに、成人期の生活支援へとつながります。暮らしの形
態や、地域生活を続けるためのサポート体制の進化等目まぐるしく変わる制度の流れに、
乗り遅れることなく、より良い環境整備、暮らしやすさを学んでください。
　また、日本人の平均寿命の伸びとともに、高齢障害者も増加傾向にあります。高齢期を
いかに充実して過ごせるかという支援にも目を向けてください。
　障害者の生活支援において生活の場の支援と、日中活動の場の支援についても理解が必
要です。サービス提供事業所、就労支援事業所の充実は近年目覚ましいものがあります。
　知的障害者の生活支援を通して共に学び、共に成長していける支援員のあり方を常に心
がけ、学んでください。
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〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章および第３章、第５章を熟読し、成年後見制度について「障害者

権利条約」の視点を踏まえ、あなたの意見や自身の取り組みについて述べなさい。
２．テキスト第２章および第３章を熟読し、利用者（児）の生活の質や日々の暮らし

の満足度の向上のためにあなたが実践していることと、事業者内や他機関との連
携において工夫していることを述べなさい。

３．テキスト第５章を熟読し、居住系サービスの意義についてまとめ、日本のグルー
プホームの現状と課題についてあなたの経験を踏まえて述べなさい。
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〔教科研究ガイド〕

　福祉事業者は法制度に基づいた業務を行っています。法律が変わればその法律に基づい
て業務を行わなければならない仕組みの中で日々の支援を行っています。ここ10数年法律
や政省令、通知が改正され、まさに朝令暮改の感がありますが、法制度である以上、法令
順守、コンプライアンスの精神を持ち日々の支援にあたる必要があることは言うまでもあ
りません。
　これまでの福祉制度の大きな流れの改正を概観すると、社会福祉基礎構造改革により第
２種社会福祉事業にいろいろな事業主体の参入が認められ、その後2003年度から「措置」
から「契約」になり支援費制度になりました。さらに、2006年には障害者自立支援法がで
き施設体系が大幅に改正され、障害程度区分（現 障害支援区分）などが導入されてきま
した。さらに2013年には、障害者総合支援法が成立しています。また、社会福祉法の制定、
障害者権利条約の批准、障害者基本法の改正、個人情報保護法、虐待防止法などの制定も
ありました。
　旧来型の社会福祉法人のみによる措置費での施設運営時代ならば、特段経営やマネジメ
ントを意識する必要性はあまりありませんでしたが、今後はこの点を意識化し支援にあた
ることが重要視されています。

　現場の支援員は支援に関する専門知識に関する研修を積むことはしても、このテキスト
に述べられている組織論的、経営学的な研修は、その必要性を感じていても後回しにして
しまう傾向があるかもしれません。しかし、知的障害児・者支援は法制度の枠組みの中で
行われている現実があり、各法律のこと、社会福祉法人の経営に関すること、マネジメン
トに関すること、さらに危機管理とは何かなどをじっくり研修してみることが求められま
す。この事を通じて、これらの研修も支援の質をさらに高めることに必ずつながっている
ことに気づかれると思います。
　特に人事労務や会計・財務管理に関することは普段全く接していないため、見慣れない
語句に四苦八苦されることと推察しますが、これも事務担当者任せにせず基本的な語句、

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）
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知識を習得することで法人・事業所全体のレベルアップになっていくという気持ちで取り
組んでください。法人・事業所の支援の質を高めるには、少人数の方だけの支援の質が高
まっても全体の質が高まることはなく、最低限必要な語句を職員が理解していれば共通言
語となり、会議などでもその言葉でコミュニケーションがとれるようになり全体が高まっ
ていきます。このような気持ちで、このテキストに取り組んでください。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章を熟読し、利用者の家族に対する社会福祉施設・事業所の役割に

ついて説明し、所属する法人・事業所における取り組みとあなたの考えを述べな
さい。

２．テキスト第２章を熟読し、福祉サービスの特性についてまとめたうえで、所属す
る法人・事業所の運営管理についてどのように行うべきか、あなたの考えを述べ
なさい。

３．テキスト第３章を熟読し、人材育成の考え方について重要と思われる内容をまと
めたうえで、所属する法人・事業所における具体策を踏まえながら、今後の課題
と改善策についてあなたの考えを述べなさい。
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〔教科研究ガイド〕

教科学習ガイド

①知的障害者福祉総論

教科学習ガイド

②知的障害者援助技術

教科学習ガイド

③事例研究

教科学習ガイド

　　　　

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑦知的障害者の生活支援

教科学習ガイド

教科学習ガイド

⑥知的障害者の医療

⑦知的障害者の保健衛生・看護

⑤知的障害者の心理

④知的障害を伴う自閉症スペクトラム

⑧障害福祉事業のマネジメント

⑨知的障害の併存症（重複障害）

　知的障害は、発達期の脳機能の不具合から起こる知的機能と適応行動の障害です。脳は、
知的機能だけでなく、運動・感覚を統合するとともに、内分泌・自律神経など全身の機能
の調整も行っています。知的障害の原因は、遺伝子や染色体異常などの先天的なものから、
出生後の感染症や外傷など多岐にわたっており、同じ原因により他の脳機能の障害もきた
すことがあります。また、知的障害の原因とは別の原因により、他の障害が起こることも
あります。
　本教科では、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害のいずれか、または複数が併存した知的
障害児者に対して、どのような支援が適切であるかを学ぶことを目的としています。その
ためには、まず、肢体不自由・視覚障害・聴覚障害それぞれの原因や状態像を正確に理解
しておくことが必要です。知的障害に併存した場合、その人は自分の状況をうまく伝える
ことが難しいでしょう。その知識を修得した上で、支援者は感性を研ぎ澄まして、その人
が自分のことをどのように捉え、どのように感じているか、何を求めているかを把握して
いくことが大切です。たとえ障害が重くても、お互いの存在を尊重した理解と共感のでき
る信頼関係と安心できる環境の中で、豊かな満足感や幸福感が醸成されていくと考えます。
　本教科では、上記を踏まえ次のことを学んでください。

第１章　重複障害療育の基本的理解

　日本の独自の文化から生まれた重症心障害児者の概念を学習し、障害者支援に対する理
解を深める。
　重症心身障害児者の支援の変遷や現状を学び、今後の障害福祉のあり方を考察する。
　重複障害を総合的に支援するための多専門職種によるチームアプローチを理解し実践に
生かす。
第２章　肢体不自由を伴う知的障害児者に対する支援

　知的障害に併存する肢体不自由の原因とそれによって生じる運動や姿勢の異常や二次的
に生じる症状の基本的な知識を修得する。
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　肢体不自由（主に重症心身障害児者）に対する基本的な支援の考え方と適切な対応を理
解し実践に生かす。
第３章　視覚障害を伴う知的障害児者に対する支援

　知的障害に併存する視覚障害の原因・診断とその症状の基本的な知識を修得する。
　視覚障害に対する基本的な支援の考え方と適切な対応を理解し実践に生かす。
第４章　聴覚障害を伴う知的障害児者に対する支援

　知的障害に併存する聴覚障害の原因・診断とその症状の基本的な知識を修得する。
　聴覚障害に対する基本的な支援の考え方と適切な対応を理解し実践に生かす。

〔レポート課題〕

※下記から１題選択し論述すること。
１．テキスト第１章を熟読し、重症心身障害について説明し、必要な支援についてあ

なたの実践を踏まえて述べなさい。
２．テキスト第２章を熟読し、補助代替コミュニケーションについて説明したうえで、

あなたの経験を踏まえ、障害児・者へのコミュニケーション支援について述べな
さい。

３．テキスト第３章を熟読し、視覚障害への生活支援についてまとめたうえで、あな
たの経験した事例（重複障害に限らずに）との共通点を述べなさい。
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